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研究成果の概要（和文）：Thiel法遺体を用いて，超音波ガイド下神経ブロックの薬液の広がりを検討した．腹横筋筋
膜面ブロック:肋骨弓下穿刺は第7~10胸髄，中腋窩線穿刺は第7胸髄~第1腰髄領域まで広がり，投与量は15mlで十分であ
った．大腿神経ブロック持続用カテーテル：頭側に留置できると大腿神経と外側大腿皮神経が同時にブロックされるこ
とが明らかとなった．超音波用造影剤：ソナゾイドを用いると，肉眼解剖およびX線造影と同様に薬液の広がりを超音
波画像で詳細に評価できた．
　超音波神経ブロック造影法と薬液の広がりの評価により，神経ブロックの安全性と確実性が向上する可能性がある．

研究成果の概要（英文）：　In the three series studies, spread of solution by ultrasound-guided (US) nerve 
block were investigated using Thiel embedded cadavers.
　(1) Segmental nerve involvement by US transversus abdominis plane block (TAP-B): Each subcostal and 
midaxillary TAP-B could sufficiently spread T8-9 and T10-T12 intercostal nerve branches by 15 ml, 
respectively. (2) Spread of solution through femoral nerve block catheter: Fluoroscopy, computed 
tomography and anatomical study showed that lateral femoral cutaneous nerve and femoral nerve block by 
sole injection, could be achieved when a femoral nerve catheter advanced around the iliopsoas muscle or 
major psoas muscle. (3) Contrast-enhanced US (CEUS): Effects of perfluorobutane with CEUS was 
demonstrated for better visualization of solution in sciatic nerve block than B mode. In rat study, 
safety and no neurodegeneration of perfluorobutane was proved.
　In conclusion, these studies showed possibility of safer and more precise US nerve block.

研究分野： 麻酔蘇生学
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１．研究開始当初の背景 
近年，神経ブロックは超音波ガイド下に

神経とブロック針を観察しながら穿刺する
ことで適切な位置まで針先を進める方法が
確立され，精度と安全性が飛躍的に向上し
た．超音波画像上で神経とブロック針の位
置を確認できるようになったことで，その
位置関係がブロック効果に与える影響につ
いては明らかになってきたが，薬液の広が
りパターンには個人差が大きく，部位によ
っては超音波画像で確認することも難しい
こともある．さらに，超音波画像で神経周
囲の薬液の広がりを検討する方法は確立さ
れていない．  
生体同様の軟部構造を保つ Thiel 法固定

した遺体を用いると，生体では行えない侵
襲的な方法で神経ブロックの薬液の広がり
を評価できる可能性がある． 
２．研究の目的 

Thiel 法固定遺体で各種神経ブロックを
行い，薬液の広がりを超音波画像，X 線透
視画像，肉眼解剖で評価することで，超音
波ガイド下神経ブロックの効果範囲の可能
性を検討する．さらに，超音波画像用造影
剤を用いて，詳細な観察が可能かどうかも
検討する． 
 
３．研究の方法 

Thiel 法固定遺体を用いて，以下の 3 つ
の神経ブロックの評価を行う． 
１）腹横筋筋膜面ブロック：肋骨弓窩アプロ
ーチおよび中腋窩線アプローチそれぞれ色
素を 10-20ml 投与し，肉眼解剖により染色さ
れた肋間神経を検討する． 

 
２）持続大腿神経ブロック：ソケイ部で頭側
に持続ブロック用カテーテルを頭側に向け
て留置する．X線造影剤と色素を混合投与し，
X 線造影と肉眼解剖により広がりと神経領域
を検討する． 
３）超音波造影：膝窩部で坐骨神経ブロッ
クを行い，X 線造影剤，色素および超音波画
像用造影剤ソナゾイド®を混合投与し，X線
造影，超音波画像および肉眼解剖で広がりを
検討する．さらに，ラットにおけるソナゾイ
ド®により組織障害性についても検討する． 
 
４．研究成果 

１）腹横筋筋膜面ブロック：肋骨弓窩アプロ
ーチおよび中腋窩線アプローチそれぞれ第
7-9 肋間神経および第 10-12 肋間神経領域が
全ての遺体で染色された．またその必要量は
15ml で十分と判断された． 
 

 
２）持続大腿神経ブ
ロック：カテーテル
が頭側に進んだ場合
は，腸骨筋または大
腰筋周囲で大腿神経
に加え外側大腿皮神
経領域にも薬液が広
がることが観察され
た．しかし，ソケイ
部よりも頭側にカテ
ーテルが進まない場
合は，大腿神経のみ
しかブロックされな
い可能性が示唆され
た． 
 
 
 
 
３）超音波造影：X線

造影による薬液の広がりは，肉眼解剖での検
証と同様の範囲を観察可能であった．ソナゾ
イド®をもちいることで，それらと同様の領
域を明瞭に観察できた．さらに，薬液投与中
に神経内もしくは神経周囲でどのように広
がるかの詳細な肝里が可能であった．しかし，
通常のBモードでは薬液の広がりを十分に観
察できなかった．ラットの組織による検討で
は，ソナゾイド®による組織障害性はなく，
安全性が高いことが示唆された．以上からソ
ナゾイド®によるちょうおんぱぞうえいを
もちいた神経ブロック方法を確立できる可
能性が広がった． 
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